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ト
ピ
ッ
ク
ス

０
９
春
闘

1

連
合
、
春
闘
共
闘
が
基
本
構
想
を
提
起

　

三
段
階
の
賃
上
げ
要
求
で
景
気
回
復
と
生

活
防
衛
を―

―

。
連
合
（
髙
木
剛
会
長
）
と

全
労
連
な
ど
で
つ
く
る
国
民
春
闘
共
闘
（
代

表
幹
事
：
大
黒
作
治
・
全
労
連
議
長
ら
）
は

先
月
、
春
闘
の
基
本
構
想
を
ま
と
め
、
組
織

内
討
議
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
と
も
に
、
定

期
昇
給
に
相
当
す
る
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
と

物
価
高
に
よ
る
賃
金
目
減
り
分
の
回
復
を
重

視
し
、
そ
れ
に
加
え
て
生
活
向
上
分
の
ベ
ア

獲
得
に
も
挑
む
姿
勢
だ
が
、
経
営
側
は
景
気

後
退
や
先
行
き
不
安
な
ど
を
主
張
し
て
賃
上

げ
を
拒
む
こ
と
は
必
至
の
情
勢
。
米
国
発
の

金
融
不
安
が
日
本
の
実
体
経
済
に
も
暗
い
影

を
落
と
し
つ
つ
あ
る
な
か
、
労
組
側
に
と
っ

て
〇
九
春
闘
は
デ
フ
レ
下
の
ベ
ア
な
し
春
闘

以
上
に
難
し
い
交
渉
が
予
想
さ
れ
る
。
基
本

構
想
段
階
の
労
組
側
の
議
論
を
追
っ
た
。

マ
ク
ロ
経
済
の
回
復
と
内
需
拡
大
に

つ
な
が
る
成
果
配
分
を
／
連
合
の
基

本
構
想

　

連
合
は
一
〇
月
二
三
日
、
都
内
で
中
央
執

行
委
員
会
を
開
き
、
二
〇
〇
九
春
季
生
活
闘

争
の
「
基
本
構
想
」
を
確
認
し
た
。
賃
金
カ

ー
ブ
維
持
を
前
提
に
、
物
価
上
昇
分
に
見
合

う
ベ
ア
を
求
め
る
こ
と
で
、
勤
労
者
の
実
質

賃
金
の
維
持
・
確
保
を
図
る
内
容
。
産
業
・

企
業
に
よ
っ
て
異
な
る
賃
金
水
準
を
相
互
比

較
で
き
る
よ
う
に
「
指
標
」
を
絶
対
額
表
示

の
形
で
提
示
し
、
格
差
是
正
や
中
小
の
賃
金

体
系
未
整
備
組
合
の
賃
金
体
系
整
備
に
役
立

て
た
い
考
え
だ
。
業
種
別
の
共
闘
連
絡
会
議

（
仮
称
）
も
新
設
し
て
、
新
た
な
共
闘
軸
づ

く
り
に
踏
み
出
す
こ
と
も
明
記
し
て
い
る
。

内
需
拡
大
に
よ
る
景
気
対
策
と
生
活

防
衛
を

　

基
本
構
想
は
、
日
本
経
済
が
戦
後
最
長
の

景
気
回
復
を
記
録
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

企
業
が
株
主
重
視
、
労
働
者
軽
視
の
経
営
姿

勢
を
貫
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
「
労
働
分
配
率

が
低
下
し
、
所
得
格
差
の
拡
大
、
二
極
化
が

進
展
し
た
。
こ
の
よ
う
な
配
分
の
歪
み
か
ら
、

内
需
の
中
心
と
な
る
個
人
消
費
が
低
迷
し
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
。
米
国
金
融

危
機
の
影
響
で
日
本
で
も
景
気
の
先
行
き
減

退
の
懸
念
が
強
ま
る
な
か
、「
物
価
が
大
幅
に

上
昇
す
る
な
か
で
実
質
賃
金
の
低
下
を
放
置

し
て
お
け
ば
、
さ
ら
に
個
人
消
費
は
落
ち
込

み
、
日
本
経
済
は
益
々
悪
く
な
る
こ
と
は
必

至
だ
」
な
ど
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
う
え
で
、

〇
九
春
闘
を
「
内
需
を
中
心
と
す
る
景
気
回

復
と
生
活
防
衛
の
取
り
組
み
」
と
位
置
づ
け

て
い
る
。

物
価
上
昇
に
見
合
う
ベ
ア
を

　

賃
金
改
善
要
求
の
柱
は
、
定
期
昇
給
に
相

当
す
る
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
を
前
提
に
、
物
価

上
昇
（
二
〇
〇
八
年
度
見
通
し
）
に
見
合
う

ベ
ア
で
、「
勤
労
者
の
実
質
生
活
の
維
持
・
確

保
」
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
マ
ク
ロ
経
済

の
回
復
と
内
需
拡
大
に
つ
な
が
る
労
働
側
へ

の
成
果
配
分
を
求
め
て
い
く
こ
と
。
賃
金
の

上
げ
幅
で
は
な
く
、
賃
金
水
準
（
絶
対
額
）

を
重
視
す
る
方
針
も
明
記
し
た
。
生
活
の
基

礎
で
あ
る
月
例
賃
金
を
最
優
先
さ
せ
る
こ
と

で
、
年
間
収
入
の
維
持
・
向
上
に
努
め
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
推
進
す

る
た
め
、
産
業
・
企
業
間
で
賃
金
水
準
の
実

態
を
相
互
比
較
で
き
る
よ
う
な
「
指
標
」
を

初
め
て
策
定
し
、
賃
金
の
絶
対
水
準
に
重
き

を
置
く
考
え
も
示
し
た
。
指
標
を
用
い
る
こ

と
で
、
各
単
組
が
産
業
・
企
業
と
比
較
し
た

自
社
の
賃
金
の
位
置
づ
け
を
明
確
化
す
る
と

と
も
に
、
産
業
間
格
差
の
是
正
や
中
小
組
合

の
賃
金
体
系
整
備
・
格
差
是
正
な
ど
の
取
り

組
み
に
活
用
さ
せ
た
い
考
え
。
別
途
、
ブ
ロ

ッ
ク
別
の
指
標
も
提
示
し
、
地
域
に
お
け
る

水
準
の
比
較
・
引
き
上
げ
の
交
渉
に
つ
な
げ

る
こ
と
も
狙
う
。

新
た
な
共
闘
組
織
を
設
置

　

闘
争
体
制
に
つ
い
て
は
、
パ
ー
ト
労
働
者

な
ど
非
正
規
労
働
者
の
待
遇
改
善
を
め
ざ
す

「
パ
ー
ト
共
闘
会
議
」
や
中
小
・
零
細
企
業

で
働
く
労
働
者
の
賃
金
改
善
を
求
め
る
「
中

小
共
闘
」
な
ど
の
共
闘
組
織
の
取
り
組
み
強

化
を
図
る
ほ
か
、「
金
属
」「
化
学
・
製
造
」「
流

通
・
サ
ー
ビ
ス
」「
イ
ン
フ
ラ
・
公
益
」「
交
通
・

運
輸
」の
業
種
が
近
い
産
別
組
織
ご
と
に「
共

闘
連
絡
会
議
（
仮
称
）」
を
新
設
す
る
。

　

当
面
は
、
前
述
の
「
指
標
」
を
踏
ま
え
た

取
り
組
み
議
論
や
情
報
交
換
な
ど
を
行
う
こ

と
と
し
、
将
来
的
に
は
、
こ
の
共
闘
が
要
求

額
や
妥
結
水
準
、
回
答
日
な
ど
の
合
意
形
成

が
で
き
る
よ
う
な
機
能
を
持
つ
場
に
発
展
さ

せ
た
い
考
え
だ
。
新
た
な
共
闘
軸
に
つ
い
て

古
賀
伸
明
事
務
局
長
は
、「
少
し
息
の
長
い
取

り
組
み
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
ま
ず
立

ち
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
情
報
交
換
を
重
ね
、

将
来
的
に
は
共
闘
と
し
て
の
体
を
成
す
よ
う

な
運
動
に
持
っ
て
行
き
た
い
」
な
ど
と
説
明

し
て
い
る
。

経
営
の
あ
り
方
に
修
正
を

　

基
本
構
想
は
一
〇
月
三
〇
日
の
「
〇
九
春

闘
中
央
討
論
集
会
」
で
議
論
さ
れ
た
。
冒
頭
、

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
髙
木
会
長
は
、
米
国
の

金
融
不
安
が
日
本
の
実
態
経
済
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
「
中
小
企
業
の
倒
産
件
数
の
増

加
、
失
業
率
の
上
昇
、
有
効
求
人
倍
率
の
低

下
な
ど
の
具
体
的
な
姿
で
出
て
お
り
、
そ
の

影
響
で
個
人
消
費
が
停
滞
の
方
向
に
向
か
い

つ
つ
あ
る
」
と
指
摘
。「
そ
う
い
っ
た
な
か
、

従
来
の
延
長
線
の
発
想
で
経
済
政
策
等
を
考

え
て
も
、
な
か
な
か
そ
の
有
効
性
が
担
保
さ

れ
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、

「
経
済
・
社
会
の
仕
組
み
の
基
本
的
な
骨
格

を
大
き
く
修
正
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
な
か
、

企
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
株
主
利
益
に
競

合
す
る
も
の
は
す
べ
て
ノ
ー
だ
と
す
る
潮
流

に
修
正
を
加
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と

訴
え
た
。
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物
価
上
昇
分
の
補
填
は
当
然

　

〇
九
春
闘
に
関
し
て
は
、
賃
金
カ
ー
ブ
維

持
分
の
確
保
に
加
え
て
「
物
価
上
昇
に
よ
る

賃
金
価
値
の
目
減
り
を
補
填
す
る
」
点
を
強

調
し
た
。
現
状
を
「
原
油
高
、
各
種
資
源
高
、

穀
物
高
等
の
要
因
・
予
兆
が
残
っ
て
い
る
な

か
、
消
費
者
物
価
の
上
昇
率
は
総
合
で
も
二

％
、
と
り
わ
け
購
入
頻
度
の
高
い
中
・
低
所

得
者
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
の
上
昇
は
八
月
の
統
計
で
は
三
・
六

％
も
上
昇
し
て
い
る
」
と
説
明
し
た
う
え
で
、

「
物
価
上
昇
分
の
補
填
が
な
け
れ
ば
、
生
活

レ
ベ
ル
を
下
げ
る
し
か
な
く
な
る
。
上
昇
分

の
補
填
は
当
然
で
、
状
況
が
き
つ
い
か
ら
と

言
っ
て
そ
う
い
う
物
価
上
昇
に
対
す
る
手
当

を
行
え
な
い
労
働
組
合
で
あ
っ
て
い
い
わ
け

が
な
い
」
と
語
気
を
強
め
た
。

わ
れ
わ
れ
は
「
名
ば
か
り
労
働
組
合
」

で
は
な
い

　

さ
ら
に
、
経
営
側
の
対
応
に
つ
い
て
も
触

れ
、「
経
済
が
悪
く
会
社
も
減
益
修
正
し
て
い

る
と
の
議
論
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
五
、

六
年
、
製
造
業
を
中
心
に
企
業
の
体
力
は
飛

躍
的
に
強
く
な
り
、
内
部
留
保
も
厚
く
な
っ

た
。
支
払
い
能
力
が
な
い
と
は
言
わ
せ
な
い
。

経
営
者
は
常
に
先
行
き
不
安
を
主
張
す
る
が
、

発
想
を
変
え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
主
張
。
交
渉
に
当
た
っ
て
は
「
労
組

の
役
割
の
大
き
さ
、
社
会
的
責
任
が
あ
る
こ

と
を
強
く
認
識
し
、
交
渉
が
行
き
詰
ま
っ
た

時
に
は
、
時
間
外
労
働
の
拒
否
や
労
働
委
員

会
の
判
断
を
求
め
に
行
く
な
ど
、
団
体
行
動

の
権
利
を
視
野
に
入
れ
た
闘
い
を
構
築
す
べ

き
」
と
し
た
う
え
で
、「
私
た
ち
は
『
名
ば
か

り
労
働
組
合
』
で
は
な
い
。
名
実
を
備
え
た

運
動
が
で
き
る
労
働
組
合
だ
と
い
う
こ
と
を
、

来
年
の
春
季
生
活
闘
争
を
通
じ
て
組
合
員
、

日
本
社
会
に
認
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
闘

い
方
を
し
て
い
こ
う
」
と
強
く
呼
び
か
け
た
。

相
次
ぐ
積
極
賃
上
げ
を
求
め
る
声

　

そ
の
後
の
討
論
で
は
、
中
小
労
組
や
非
正

規
労
働
者
を
多
く
組
織
す
る
産
別
を
中
心
に
、

「
実
質
賃
金
の
維
持
・
向
上
を
実
現
す
る
賃

上
げ
を
積
極
的
に
求
め
て
い
く
べ
き
」
と
の

意
見
が
相
次
い
だ
。

　

Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
は
、「
食
料
品
を
始
め

と
す
る
急
激
な
物
価
上
昇
が
労
働
者
の
生
活

を
圧
迫
し
、
生
活
は
苦
し
く
な
る
ば
か
り
。

物
価
上
昇
に
よ
っ
て
目
減
り
し
た
賃
金
を
取

り
戻
す
こ
と
は
労
働
者
に
と
っ
て
当
た
り
前

の
要
求
で
あ
り
、
何
の
た
め
ら
い
が
必
要
な

の
か
」
と
発
言
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
も
、「
賃
金
カ
ー
ブ

維
持
分
プ
ラ
ス
物
価
上
昇
分
を
取
り
切
ら
な

い
こ
と
に
は
実
質
賃
金
の
低
下
に
な
る
の
だ

か
ら
、
そ
れ
以
上
の
要
求
を
し
、
本
当
に
そ

こ
ま
で
取
り
切
れ
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て

い
る
」
と
続
い
た
。
サ
ー
ビ
ス
・
流
通
連
合

は
、「
食
料
品
な
ど
の
物
価
上
昇
は
と
り
わ
け

低
所
得
層
で
あ
る
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
の

非
正
規
労
働
者
へ
の
影
響
が
大
き
い
。
パ
ー

ト
を
多
く
抱
え
る
産
業
・
産
別
と
し
て
運
動

を
強
化
し
て
い
く
」
と
話
し
た
。

取
り
巻
く
環
境
踏
ま
え
慎
重
意
見
も

　

他
方
、「
電
機
産
業
に
と
っ
て
現
在
の
状
況

は
危
機
的
と
も
言
え
、
先
行
き
雇
用
問
題
に

ま
で
発
展
す
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
る
。

お
か
れ
た
状
況
に
不
安
定
要
素
が
多
い
か
ら

こ
そ
、
も
う
少
し
取
り
巻
く
情
勢
を
見
極
め

る
必
要
が
あ
る
。
一
方
、
外
需
が
落
ち
込
み

を
み
せ
て
い
る
今
、
内
需
を
拡
大
し
、
実
質

生
活
を
確
保
す
る
た
め
に
も
物
価
上
昇
を
念

頭
に
置
い
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い

る
」（
電
機
連
合
）、「
航
空
業
界
は
、
世
界
経

済
の
減
速
や
原
油
価
格
の
高
騰
の
影
響
を
ま

と
も
に
影
響
受
け
て
お
り
、
春
闘
に
望
む
に

当
た
っ
て
は
非
常
に
厳
し
い
環
境
に
あ
る
。

物
価
が
大
幅
に
上
昇
す
る
な
か
、
さ
ら
に
取

り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
が
内
需
拡
大
に
つ

な
が
る
こ
と
は
否
定
し
な
い
が
、
具
体
的
な

取
り
組
み
と
し
て
は
も
う
少
し
賃
金
改
善
の

概
念
で
幅
広
く
取
り
組
め
る
よ
う
な
考
え
方

を
含
ん
で
欲
し
い
」（
航
空
連
合
）
な
ど
、
難

航
が
予
想
さ
れ
る
交
渉
を
念
頭
に
慎
重
な
姿

勢
を
織
り
交
ぜ
た
声
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

基
本
構
想
は
一
二
月
二
日
の
中
央
委
員
会

で
闘
争
方
針
と
し
て
決
定
す
る
。

積
極
的
な
要
求
で
賃
金
の
底
上
げ
と

生
活
改
善
を
／
国
民
春
闘
共
闘
の
春

闘
方
針
の
骨
格

　

一
方
、
全
労
連
な
ど
で
つ
く
る
国
民
春
闘

共
闘
委
員
会
は
一
〇
月
二
九
日
、
都
内
で
年

次
総
会
を
開
き
、
〇
九
年
春
闘
方
針
の
骨
格

を
確
認
し
た
。
定
期
昇
給
分
に
物
価
上
昇
分

と
賃
金
改
善
分
を
加
え
た
賃
金
の
引
き
上
げ

を
求
め
る
と
と
も
に
、
非
正
規
労
働
者
の
労

働
条
件
改
善
の
取
り
組
み
な
ど
を
強
化
す
る
。

〇
九
春
闘
で
悪
循
環
か
ら
好
循
環
に

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
大
黒
・
全
労

連
議
長
は
、「
〇
九
春
闘
を
外
需
・
輸
出
依
存

型
か
ら
内
需
・
生
活
充
実
型
へ
転
換
さ
せ
る

こ
と
こ
そ
、
日
本
経
済
の
体
質
改
善
を
図
る

チ
ャ
ン
ス
だ
」
と
強
調
。
そ
の
た
め
に
は
、

積
極
的
な
賃
上
げ
が
不
可
欠
と
の
観
点
か
ら
、

「
〇
九
春
闘
は
、
物
価
高
で
の
生
活
防
衛
と

購
買
力
を
向
上
さ
せ
る
す
べ
て
の
労
働
者
の

積
極
的
な
賃
上
げ
は
言
う
に
お
よ
ば
ず
、
わ

れ
わ
れ
が
従
来
か
ら
主
張
し
て
い
る
働
く
ル

ー
ル
の
厳
守
と
非
正
規
社
員
の
正
社
員
化
な

ど
に
よ
り
、
経
済
を
悪
循
環
か
ら
好
循
環
に

転
換
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
」
な
ど
と

訴
え
た
。

　

骨
格
は
、
景
気
の
後
退
と
物
価
の
上
昇
に

対
応
し
て
、「
積
極
的
な
賃
上
げ
要
求
の
合
意

形
成
を
は
か
り
、
職
場
に
お
け
る
賃
金
闘
争

を
活
性
化
さ
せ
る
」
と
し
、
〇
九
春
闘
で
は
、

①
定
期
昇
給
分
（
相
当
分
を
含
む
）
②
物
価

上
昇
分
③
労
働
分
配
率
低
下
に
着
目
し
た
賃

金
改
善
分―

―

の
三
点
を
確
保
で
き
る
水
準

を
追
求
す
る
考
え
を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
低
所
得
者
が
増
加
し
て
い
る
な
か

で
の
賃
金
の
底
上
げ
と
生
活
改
善
の
必
要
性

も
強
調
。
非
正
規
労
働
者
の
正
社
員
と
の
均

等
待
遇
の
実
現
な
ど
を
掲
げ
て
処
遇
改
善
を

求
め
る
ほ
か
、
初
任
給
引
き
上
げ
や
企
業
内

最
賃
の
協
定
締
結
の
運
動
を
強
め
て
、
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
に
連
動
さ
せ
る
取
り
組
み

を
強
め
る
構
え
だ
。

　

な
お
、
全
労
連
系
の
調
査
機
関
、
労
働
運

動
総
合
研
究
所
（
労
働
総
研
）
が
一
〇
月
三

一
日
に
公
表
し
た
試
算
に
よ
れ
ば
、
①
就
職

先
が
な
い
た
め
に
派
遣
社
員
に
な
っ
た
人
と

正
社
員
と
同
じ
所
定
内
労
働
時
間
で
働
く
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
ら
の
正
規
化
②
サ
ー
ビ
ス
残

業
の
根
絶
③
完
全
週
休
二
日
制
と
年
休
の
完

全
取
得
の
実
施―

―

が
実
現
で
き
れ
ば
、
六

三
五
万
三
〇
〇
〇
人
分
の
雇
用
が
生
ま
れ
、

賃
金
も
二
一
兆
二
九
二
二
億
円
増
加
。
そ
の

結
果
、
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
押
し
上

げ
効
果
も
一
二
兆
八
〇
〇
〇
億
円
に
達
す
る

と
い
う
。

（
調
査
・
解
析
部
）
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